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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医薬組成物であって、
　ｉ）グルコキナーゼ活性化因子、または薬学的に許容されうるその塩、
　ｉｉ）ＤＰＰ－ＩＶ阻害剤、ＧＬＰ－１類似体、または薬学的に許容されうるその塩か
らなる群より選択される、抗糖尿病薬剤；および
　ｉｉｉ）少なくとも１つの薬学的に許容されうるキャリアー、賦形剤、希釈剤またはそ
の混合物
を含む組成物。
【請求項２】
　請求項１の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子、抗糖尿病薬剤、または両
方が、最適以下の量で存在する組成物。
【請求項３】
　請求項１の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子が肝臓選択的グルコキナー
ゼ活性化因子である組成物。
【請求項４】
　請求項３の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子が、｛２－［３－シクロヘ
キシル－３－（トランス－４－プロポキシ－シクロヘキシル）－ウレイド］－チアゾル－
５－イルスルファニル｝－酢酸または薬学的に許容されうるその塩である組成物。
【請求項５】
　請求項１の医薬組成物であって、抗糖尿病薬剤がシタグリプチンまたは薬学的に許容さ
れうるその塩である組成物。
【請求項６】
　請求項１の医薬組成物であって、抗糖尿病薬剤がエキセナチドまたは薬学的に許容され
うるその塩である組成物。
【請求項７】
　ＩＩ型糖尿病を治療する方法に使用するための医薬組成物であって、グルコキナーゼ活
性化因子または薬学的に許容されうるその塩、ならびにＤＰＰ－ＩＶ阻害剤およびＧＬＰ
－１類似体または薬学的に許容されうるその塩からなる群より選択される抗糖尿病薬剤を
含む組成物。
【請求項８】
　請求項７の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子、抗糖尿病薬剤、または両
方が最適以下の量で存在する組成物。
【請求項９】
　請求項７の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子が肝臓選択的グルコキナー
ゼ活性化因子である組成物。
【請求項１０】
　請求項９の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子が、｛２－［３－シクロヘ
キシル－３－（トランス－４－プロポキシ－シクロヘキシル）－ウレイド］－チアゾル－
５－イルスルファニル｝－酢酸または薬学的に許容されうるその塩である組成物。
【請求項１１】
　請求項７の医薬組成物であって、抗糖尿病薬剤がシタグリプチンまたは薬学的に許容さ
れうるその塩である組成物。
【請求項１２】
　請求項７の医薬組成物であって、抗糖尿病薬剤がエキセナチドまたは薬学的に許容され
うるその塩である組成物。
【請求項１３】
　血糖コントロールを改善する方法に使用するための医薬組成物であって、グルコキナー
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ゼ活性化因子または薬学的に許容されうるその塩、ならびにＤＰＰ－ＩＶ阻害剤およびＧ
ＬＰ－１類似体または薬学的に許容されうるその塩からなる群より選択される抗糖尿病薬
剤を含む組成物。
【請求項１４】
　請求項１３の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子、抗糖尿病薬剤、または
両方が最適以下の量で存在する組成物。
【請求項１５】
　請求項１３の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子が肝臓選択的グルコキナ
ーゼ活性化因子である組成物。
【請求項１６】
　請求項１５の医薬組成物であって、グルコキナーゼ活性化因子が、｛２－［３－シクロ
ヘキシル－３－（トランス－４－プロポキシ－シクロヘキシル）－ウレイド］－チアゾル
－５－イルスルファニル｝－酢酸または薬学的に許容されうるその塩である組成物。
【請求項１７】
　請求項１３の医薬組成物であって、抗糖尿病薬剤がシタグリプチンまたは薬学的に許容
されうるその塩である組成物。
【請求項１８】
　請求項１３の医薬組成物であって、抗糖尿病薬剤がエキセナチドまたは薬学的に許容さ
れうるその塩である組成物。
【請求項１９】
　被験体における状態を治療する方法に使用するための医薬組成物であって、グルコキナ
ーゼ活性化因子または薬学的に許容されうるその塩、ならびにＤＰＰ－ＩＶ阻害剤および
ＧＬＰ－１類似体または薬学的に許容されうるその塩からなる群より選択される抗糖尿病
薬剤を含み、状態が、代謝障害、グルコース不耐性、糖尿病前症、インスリン耐性、高血
糖症、耐糖能障害（ＩＧＴ）、シンドロームＸ、空腹時血糖異常（ＩＦＧ）、Ｉ型糖尿病
、脂質異常症、高脂血症、高リポタンパク血症、高血圧、骨粗鬆症、非アルコール性脂肪
性肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、糖尿病から生じるかまたは糖尿病に関連する合併症、心臓血管
疾患、および肥満からなる群より選択される組成物。
【請求項２０】
　請求項１９の医薬組成物であって、ｉ）糖尿病から生じるかまたは糖尿病に関連する合
併症が、腎障害、網膜症、神経障害および創傷治癒障害からなる群より選択されるか、あ
るいはｉｉ）心臓血管疾患が、動脈硬化症およびアテローム性動脈硬化症からなる群より
選択される組成物。
【請求項２１】
　血糖を正常化するかまたは低下させるか；ＩＧＴからＩＩ型糖尿病までを遅延させるか
；インスリン非要求性ＩＩ型糖尿病のインスリン要求性ＩＩ型糖尿病への進行を遅延させ
るか；食物摂取を低下させるか；食欲を制御するか；摂食行動を制御するか；エンテロイ
ンクレチン（ｅｎｔｅｒｏｉｎｃｒｅｔｉｎ）の分泌を増進させるか；グルコース耐性を
改善するか；空腹時血漿グルコースを減少させるか；食後血漿グルコースを減少させるか
；グリコシル化ヘモグロビンＨｂＡ１ｃを減少させるか；糖尿病の進行を緩慢にし、糖尿
病の合併症を遅延させるかまたは治療するか；体重を減少させるかまたは体重増加を防止
するかまたは体重減少を促進するか；膵臓ベータ細胞の変性を治療するか；膵臓ベータ細
胞の機能性を改善し、そして／または回復させるか；膵臓インスリン分泌の機能性を刺激
し、そして／または回復させるか；グルコースのリン酸化を増進させるか；インスリン感
受性を維持するか；インスリン感受性を改善するか；高インスリン血症を治療するか；あ
るいはインスリン耐性を治療する方法に使用するための医薬組成物であって、グルコキナ
ーゼ活性化因子または薬学的に許容されうるその塩、ならびにＤＰＰ－ＩＶ阻害剤および
ＧＬＰ－１類似体または薬学的に許容されうるその塩からなる群より選択される抗糖尿病
薬剤を含む組成物。
【請求項２２】
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　ＩＩ型糖尿病を治療する方法に使用するための医薬組成物であって、グルコキナーゼ活
性化因子または薬学的に許容されうるその塩、ならびにシタグリプチンおよびエキセナチ
ドまたは薬学的に許容されうるその塩からなる群より選択される抗糖尿病薬剤からなる組
成物。
【請求項２３】
　血糖コントロールを改善する方法に使用するための医薬組成物であって、グルコキナー
ゼ活性化因子または薬学的に許容されうるその塩、ならびにシタグリプチンおよびエキセ
ナチドまたは薬学的に許容されうるその塩からなる群より選択される抗糖尿病薬剤からな
る組成物。
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